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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても
みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます

www.ogikubohojinkai.jp
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よき経 営 者をめざすものの団 体   それが法 人 会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支援
する全国組織、それが法人会です。現在、約 8 2 万社の会員企業、41都道県に 4 41の単位会を擁する団体として大きく発展
しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダー
としての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を
積極的に行っています。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

3 第13回通常総会
●会長のあいさつ　柴田豊幸／荻窪法人会 会長
●来賓のあいさつ　山田憲彦／荻窪税務署 署長

6 新理事紹介

各委員会

9 着任のごあいさつ

10 志村正之 前副会長インタビュー

12 e-Tax推進税理士事務所について

13 海外（バンコク）研修会

14 税務コーナー

17 青年部会 第51回 総会

18 女性部会 第49回 総会

19 源泉部会 第51回定時総会

20 ブロック・委員会・部会からの報告
●厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会
●研修委員会
●税制委員会
●第2ブロック
●第3ブロック
●第4ブロック
●第5ブロック
●青年部会
●源泉部会

23 会報同封チラシのご案内

表紙について
【井草八幡神社 】
　井草八幡宮は、南に善福寺川の清流を望み、今なお

「武蔵野」の面影残る秀麗の地に鎮座し古地名を冠し
て遅野井八幡宮とも称せられました。善福寺川の源泉
である善福寺池が豊富な湧水であったことから、この
付近にはかなり古くから人々が生活していたと考えられ、
境内地及びその周辺地域からも縄文時代の住居跡や
土器等が発見されています。
　当宮は創建当時、春日社をお祀りしていましたが、
源頼朝公が奥州藤原泰衡征伐の際に戦勝祈願をして
立ち寄ったと伝わっており、それ以来八幡宮を奉斎
するようになりました。
　敷地面積は都内でも有数の広さ（約一万坪）を誇り、
現在は神社本庁別表神社に指定されています。
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公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
第
13
回
通

常
総
会
が
6
月
16
日（
月
）に
杉
並
公
会
堂

小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。（
議
案
の
議

決
の
前
に
会
員
増
強
優
秀
ブ
ロ
ッ
ク
感
謝

状
、
会
員
増
強
優
秀
支
部
感
謝
状
、
会
員

増
強
功
労
者
感
謝
状
、
優
良
経
理
職
員
表

彰
状
等
の
表
彰
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
）
議
決
権
を
有
す
る
正
会
員
数
9
7
5

社
、
出
席
社
総
数
5
6
6
社
、
内
委
任
状

提
出
社
4
6
0
社
で
過
半
数
を
超
え
総
会

は
成
立
し
第
1
号
議
案
、
第
2
号
議
案
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
は
志
村
正
之
副
会
長
の
開
会
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
、
柴
田
豊
幸
会
長
を
議
長
に

選
出
し
審
議
の
結
果
、
第
1
号
議
案
、
第

2
号
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
山
田
憲
彦
荻
窪
税
務
署
長
を
は
じ

め
小
髙
都
子
杉
並
都
税
事
務
所
長
等
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
神
谷
次
彦
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と

ば
に
て
総
会
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

第1号議案	令和6年度	 決算報告承認の件

	 	 並びに監査報告

第2号議案	任期満了に伴う役員改選案承認の件

報告事項	 令和6年度	 事業報告

	 令和7年度	 事業計画

	 	 収支予算

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会

第
13
回
通
常
総
会

公
益
社
団
法
人 

荻
窪
法
人
会 

第
13
回
通
常
総
会
が
6
月
16
日（
月
）杉
並
公
会
堂
小
ホ
ー
ル
に

て
行
わ
れ
、
通
常
総
会
の
議
案
の
第
1
号
議
案
、
第
2
号
議
案
か
ら
報
告
事
項
ま
で
滞
り

な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
山
田
憲
彦
荻
窪
税
務
署
長
・
小
髙
都
子
杉
並
都
税
事
務
所
長
等
、

多
数
の
御
来
賓
方
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

会
長
　

柴
田
豊
幸

会 長 あ い さ つ

公 益 社 団 法 人  荻 窪 法 人 会  第 13 回 通 常 総 会

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

第
13
回
通
常
総
会
に
大
勢
の
皆
様
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、荻
窪
税
務
署
よ
り

山
田
署
長
を
は
じ
め
と
す
る
署
の
幹
部
の
皆
様
、関
係
官
庁
の
皆
様
、そ
し
て

友
好
団
体
の
皆
様
に
は
、公
私
と
も
に
ご
多
忙
の
中
、ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、公
益
社
団
化
13
年
目
と
な
り
ま
す
。荻
窪
法
人
会
は
、発
足
以
来
、

地
域
社
会
と
企
業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、税
務

研
修
、経
営
講
座
、社
会
貢
献
活
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。私
た
ち
荻
窪
法
人
会
は
一
丸
と
な
り
、荻
窪
の
魅
力
を
広
く
知
ら

せ
る
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
し
た
研
修
や
、青
年
部
会
・
女
性
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
租
税
教
育

の
実
施
な
ど
、実
り
あ
る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
も
、引
き
続
き
「
地
域
と
と
も
に
歩
む
法
人
会
」・「
来
た
く
な
る
法

人
会
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、荻
窪
税
務
署
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、会
員
の
皆
様
の
企
業
経
営
に
資
す
る
情
報
発
信
、な
ら

び
に
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
軸
と
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、本
総
会
が
実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
第
13
回
通
常
総
会

に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

柴
田
会
長
は
じ
め
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
、格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、本
席

を
お
借
り
し
ま
し
て
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

先
ほ
ど
の
定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、全
て
の
議

事
が
滞
り
な
く
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
よ
り
、ご
退
任
さ
れ
る
役

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、誠
に
お
疲
れ
様
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
ご
功
労
に
深
く
敬
意

を
込
め
て
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、新
た
に
役
員
に
ご
就
任
さ
れ
る
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、税
務
行
政
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、研
修

会
・
講
習
会
等
を
通
じ
、日
頃
か
ら
正
し
い
税
知
識

の
普
及
や
納
税
道
義
の
高
揚
を
図
る
な
ど
、税
に
関

す
る
様
々
な
啓
蒙
活
動
に
大
変
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。更
に
、広
く
一
般
に
公
開
し
て

開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
水
谷

氏
の
講
演
会
等
の
文
化
事
業
、チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
等
の
地
域
に
密
着
し
た
慈
善
活
動
等
の
社
会
貢

献
事
業
も
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、税
務
行
政
の
円
滑

な
執
行
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、地
域
社
会
の
発

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、全
国
的
に
法
人
会
の
会
員
数
が
減
少
し

て
い
る
中
、荻
窪
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、新

規
会
員
増
強
、現
会
員
の
退
会
防
止
を
目
標
に
掲

げ
、東
京
都
内
で
も
常
に
１
、２
を
争
う
高
い
組
織

率
を
維
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
荻
窪
法
人
会
の
力
強
い
活
動
は
、柴

田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
、会
員
の
皆
様
の

熱
意
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、皆
様
方

の
団
結
力
の
賜
物
で
あ
る
と
、心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。

今
後
も
、更
に
魅
力
あ
る
会
活
動
を
展
開
さ
れ

ま
す
こ
と
を
、ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、私
ど
も
は
、「
納
税
者
の
自
発
的
な
納
税

義
務
の
履
行
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
現
す
る
」と
い

う
国
税
庁
の
使
命
を
果
た
す
た
め
、国
民
の
皆
様

の
理
解
と
信
頼
を
得
な
が
ら
、税
務
行
政
の
D
X

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
一
層

進
め
、納
税
者
利
便
の
向
上
に
向
け
た
様
々
な
取

り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、悪
質
な
納
税
者
に

は
厳
正
な
態
度
で
臨
む
な
ど
適
正
・
公
平
な
課

税
・
徴
収
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、各
税
目
の
e
-T
a
x
利
用
を
は

じ
め
、法
人
税
の
A
L
L 

e
-T
a
x
や
年
末
調

整
の
電
子
化
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
、電
子
帳
簿
等

保
存
制
度
へ
の
対
応
な
ど
の
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

促
進
や
制
度
の
周
知
・
広
報
に
多
大
な
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、確
定
申
告
期
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
申
告
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携

の
利
用
拡
大
に
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
、よ
り
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、公
益
社
団
法
人
荻
窪

法
人
会
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
、本
日
ご
臨

席
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

荻
窪
税
務
署
長 

署
長
　

山
田
憲
彦

来 賓 あ い さ つ

公 益 社 団 法 人  荻 窪 法 人 会  第 13 回 通 常 総 会
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新 理 事 紹 介
今年度は、役員改選の年です。10名の方が新たに理事に就任されました。

常任理事（委員長）

総務委員長
小張正就

（有）小張精米店

税制委員長
大石剛生
大總商事（株）

厚生事業委員長
岡田匡史
興振工業（株）

社会貢献委員長
第23支部長
野村浩嗣

（株）野村総業

広報委員長
第21支部長

小笠原秀明
小笠原工務店（株）

研修委員長
根田吉雄
東神興業(株)

会長・副会長

会長
柴田豊幸

（株）チャイルド社

副会長
加藤敏行

昌英塗装工業（株）

副会長
第3ブロック長
矢澤規充
（有）春日園

副会長
第11支部長
岡 博之

（株）芳文社印刷

副会長
真野 大

富士商会（株）

副会長
組織委員長
水島隆明
（株）興建社

副会長
第5ブロック長
野村浩司

（有）京王ランドシステム

副会長
女性部会長
江島利江
藤ホーム（株）

第4ブロック長
第16-17支部長

中川 一
（株）岳丈工務店

第1ブロック長
新井俊雄

センチュリー21（株）リアルタイム

第2ブロック長
第7支部長
北嶋 宏
（有）北嶋

常任理事（ブロック長）

広報副委員長
前田薫範
ADLIVE(株)

広報副委員長
小島幸重

シマリアルエステート(株)

研修副委員長
第5支部長
矢島勝行

（株）ジャスティ

研修副委員長
第25支部長
吉田洋之

(株)ビアン

研修副委員長
安村充雄
栄新テクノ（株）

研修副委員長
宇田川武郎

宇田川ビルディング(株)

理  事

総務副委員長
佐藤慎祐

（株）エス・ティ

総務副委員長
臼田和浩
（株）ウスダ

組織副委員長
町田 茂

三幸交通(株)

組織副委員長
第15支部長

長田茂
（株）フォーチュン

組織副委員長
髙木功雄
(有)アヴィラ

組織副委員長
青年部会副部会長

吉冨裕馬
（有）東海ベストパートナー

組織副委員長
小代 勉

小代工業（株）

総務副委員長
宇田川通宏

武蔵商事（株）

組織副委員長
鈴木翼

(有)ハナブサ電設工業
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新 理 事 紹 介
理  事

社会貢献副委員長
伊藤精人

(有)ケイ・アイ・サポート

社会貢献副委員長
鈴木盛夫

(株)アークミリア

社会貢献副委員長
磯 史洋

キャピタルモータース（株）

社会貢献副委員長
小池道子

(株)ハートコントラクト

社会貢献副委員長
源泉部会長
小竹信哉

(株)東洋時計ホールディングス

税制副委員長
小島麻里

(有)小島ファイナンシャル・サービス

税制副委員長
岩倉永一

コンパスみらい税理士法人

税制副委員長
中島康治

中島不動産（有）

厚生事業副委員長
石村寛喜
石村硝子（株）

厚生事業副委員長
西 誠

朝日梱包運輸(株)

厚生事業副委員長
井上聖子

キャピタルモータース（株）

厚生事業副委員長
宮嶋優光

（株）ジャパンスポーツ

理 事 （ 支 部 長 ）

第24支部長
高橋正志
（株）ジロン

第22支部長
石井勇人

(株)studio acca

第20支部長
牛崎恵美子

ミナト矢崎サービス(株)

第18支部長
中原章雄
大新建設（株）

第14支部長
多比良秀俊
（株）ＴＨDesign

第19支部長
矢口光一

(株)矢口塗装店

第13支部長
大澤理沙
（合）R.O.N.

第6支部長
北出 肇

（株）北出工務店

第8支部長
稲澤 修

（株）日本ファクシミリ

第3支部長
斎藤 績

(株)ティーエーエス

第2支部長
清水勝利

（株）清美商会

第4支部長
石黒貞男

（有）ヤマトエレクトロニクス

監  事

監事
山下民子

八千代興業（株）

監事
斎藤英一

税理士法人アンシア

監事
及川晃司
（有）京桝屋

理  事

青年部会副部会長
柴田洋平

(株)チャイルド社

青年部会副部会長
高橋雅之

(株)大藪保険コンサルティング

青年部会副部会長
湯泉卓馬

(株)北進

青年部会幹事長
加藤知之
(株)YAMAKA

理事
山寺敏也

杉並法人会

第5副ブロック長
田辺一郎

やよい運送（株）

理事
神谷次彦

東亜紙巧業（株）

理事
松澤和洋

（株）ロードランナー

青年部会長
長 谷 川 記 史

（有）長谷川電家商会
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副会長 加藤　敏行
委員長 大石　剛生
副委員長 新井　俊雄

中島　康治
岩倉　永一
小島　麻里
中島　祥文

第1ブロック 新井　俊雄
第2ブロック 清沢　文彦

岡田　文乃
第3ブロック 岩倉　永一

小島　麻里
小林　誉光
中島　祥文

第4ブロック 大石　剛生
第5ブロック 中島　康治
青年部会 八木　浩子
女性部会 中島　麻子

税制委員会

副会長 野村　浩司
委員長 野村　浩嗣
副委員長 加藤　尚憲

伊藤　精人
小竹　信哉
磯　史洋
鈴木　盛夫
小池　道子

第1ブロック 伊藤　精人
八木　浩子

第2ブロック 吉田　泰喜
第3ブロック 村崎　小夜子

鈴木　盛夫
磯　史洋

第4ブロック 是村　由佳
第5ブロック 野村　浩嗣

小竹　信哉
加藤　尚憲
児玉　慶子
小池　道子

青年部会 髙橋　雅之
女性部会 春名　智恵

社会貢献委員会

副会長 岡　博之
委員長 小笠原　秀明
副委員長 前田　薫範

小島　幸重
第1ブロック 市川　智子

小林　譲
第2ブロック 池田　有久
第3ブロック 前田　薫範

多比良　秀俊
第4ブロック 小島　幸重

千代延　和義
第5ブロック 小笠原　秀明

菊池　雅樹
青年部会 松崎　淳一
女性部会 澤　智子

広報委員会

副会長 矢澤　規充
委員長 岡田　匡史
副委員長 石村　寛喜

西　誠
井上　聖子
宮嶋　優光
小川　尚彦

第1ブロック 斎藤　績
第2ブロック 石村　寛喜
第3ブロック 井上　聖子

白石　弘典
安斉　あきら

第4ブロック 秦　寿吉
第5ブロック 宮嶋　優光

小川　尚彦
青年部会 長谷川　記史
女性部会 飯田　弘子
共済企業 宮下　聡士

東條　美保
小林　瑠美

厚生事業委員会

副会長 眞野　大
委員長 根田　吉雄
副委員長 成瀬　雅人

矢島　勝行
安村　充雄
吉田　洋之
宇田川　武郎

第1ブロック 矢島　勝行
菅原　敬介

第2ブロック 成瀬　雅人
安村　充雄

第3ブロック 根田　吉雄
宇田川　武郎

第4ブロック 加藤　知之
第5ブロック 吉田　洋之
青年部会 加藤　知之

湯泉　卓馬
女性部会 牛崎　恵美子

磯野　久美子

研修委員会

副会長 水島　隆明
委員長 小張　正就
副委員長 臼田　和浩

佐藤　慎祐
宇田川　通宏

第1ブロック 臼田　和浩
佐藤　政行
古川　賢一

第2ブロック 橋本　元志
第3ブロック 宇田川　通宏

金築　克祐
塚田　直樹

第4ブロック 佐藤　慎祐
第5ブロック 小張　正就
青年部会 宇田川　通宏
女性部会 菅野　麻理恵

井口　えみ

総務委員会

副会長兼委員長 水島　隆明
副委員長 小代　勉

川本　拡史
町田　茂
浅岡　小百合
長田　茂
吉冨　裕馬
小鮒　史宏
鈴木　翼
山本　忠利
中丸　孝則
髙木　功雄
重岡　中也
石川　謙太郎

第1ブロック 小代　勉
川本　拡史

第2ブロック 町田　茂
浅岡　小百合

第3ブロック 長田　茂
吉冨　裕馬
小鮒　史宏

第4ブロック 鈴木　翼
山本　忠利
中丸　孝則

第5ブロック 髙木　功雄
重岡　中也
鴛海　舞希子
石川　謙太郎

第2支部 川本　拡史
第3支部 小代　勉
第4支部 石黒　貞男
第5支部 佐々野　茂
第6支部 町田　茂
第7支部 浅岡　小百合
第8支部 稲澤　修

山﨑　智之
第11支部 江島　利江
第13支部 玉井　良
第14支部 吉冨　裕馬
第15支部 浅賀　康宏
第16支部 鎌田　健二
第17支部 太田　哲二
第18支部 畠中　君代
第19支部 秦　寿吉

是村　由佳
第20支部 小島　幸重
第21支部 丹羽　健雄
第22支部 鴛海　舞希子
第23支部 髙木　功雄
第24支部 高橋　正志
第25支部 平井　秀郷

渡辺　友貴
青年部会 吉冨　裕馬
女性部会 江島　利江

渡辺　優子

組織委員会

各 委 員 会
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7 月は署 の 異動 の 時期にあたります。1 年間で異動される方、2 年間で異動される方と期間はまちまちですが、荻窪法人
会においては 役 員 会、ブロック研 修 会、各 委 員 会、各 部 会で大 変お世 話になりました。着 任された野 口 真 一 荻 窪 税 務
署長をはじめ税務署 の 幹部 の 方々には、今後多くの 研修会で講師をお願いする事になると思います。
ご指導、ご鞭撻 のほどよろしくお願いいたします。

Message from the New Director

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
皆
様

に
は
、益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
荻

窪
税
務
署
長
を
拝
命
し
ま
し
た
野
口
で

ご
ざ
い
ま
す
。

札
幌
国
税
局
名
寄
税
務
署
長
よ
り
転

任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

柴
田
会
長
を
は
じ
め
、荻
窪
法
人
会

の
皆
様
に
は
、平
素
か
ら
税
務
行
政
の

円
滑
な
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、深
い
ご
理

解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
は
、昭
和
25
年
の
創
立

以
来
、「
良
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の

の
団
体
」と
し
て
、「
税
知
識
の
普
及
」と

「
納
税
意
識
の
高
揚
」を
図
る
た
め
の

各
種
研
修
会
や
講
演
会
の
開
催
は
も
と

よ
り
、「
来
た
く
な
る
法
人
会
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
や
会

員
相
互
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
大
変
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
組
織
で
あ

る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、毎
年
積
極
的
な
会
員
増
強
運

動
を
展
開
さ
れ
、東
法
連
で
も
1
、2
を

争
う
高
い
組
織
率
を
維
持
さ
れ
て
お
り
、

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
大
変
心
強

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。更
に
、Z
o
o
m

を
取
り
入
れ
た
研
修
会
、オ
ン
ラ
イ
ン
セ

ミ
ナ
ー
等
の
各
種
事
業
を
活
発
に
展
開

さ
れ
、「
税
知
識
の
普
及
」や
「
納
税
意

識
の
高
揚
」に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る

皆
様
方
の
ご
熱
意
と
ご
尽
力
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、令
和
7
年
度
の
税
制
改
正
に
お

い
て
、所
得
税
に
つ
い
て
「
物
価
上
昇
局

面
に
お
け
る
税
負
担
の
調
整
及
び
就
業
調

整
へ
の
対
応
」、い
わ
ゆ
る
「
1
0
3
万
円

の
壁
」の
見
直
し
の
改
正
が
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、令
和
7
年
末
に
行
っ
て
い
た

だ
く
年
末
調
整
や
令
和
8
年
の
所
得
税

の
確
定
申
告
に
影
響
す
る
改
正
に
な
っ

て
お
り
、税
額
の
計
算
や
扶
養
親
族
の
要

件
等
、改
正
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。国
税
当
局
と
し

ま
し
て
は
、皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る

よ
う
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
説
明

等
の
掲
載
、説
明
会
の
開
催
等
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、税
に
対
す
る
よ
き
理

解
者
と
し
て
引
き
続
き
、改
正
内
容
を

含
め
制
度
等
の
周
知
・
広
報
に
、ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、公
益
社
団
法
人
荻

窪
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁

栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、私
の
着
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

荻
窪
税
務
署
長
　

野
口
真
一

KOYAMA Tomo

NOGUCHI Shinichi

着 任 の ご あ い さ つ

幹
部
の
ご
紹
介

法
人
担
当
副
署
長

小
山 

朋



志 村 正 之
前副会長インタビュー

挫折から冒険、そして経営へ。

道を切り拓いてきた

経営者の行動哲学。

聞き手／前田薫範・岡 博之・小笠原秀明・松崎淳一

Interview

少
年
時
代
と
人
生
の
岐
路

　
志
村
副
会
長
は
山
梨
県
の
ご
出
身
で
す
。
農
家

に
生
ま
れ
、
男
4
人
兄
弟
の
三
男
と
し
て
育
ち
ま

し
た
。
杉
並
に
は
叔
母
が
住
ん
で
い
て
、
子
供
の

頃
か
ら
よ
く
遊
び
に
来
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
三
男
坊
だ
か
ら
、
良
く
も
悪
く
も
ど
う
で
も
よ
かっ

た
ん
で
し
ょ
う
。
自
由
に
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　
高
校
時
代
は
ラ
グ
ビ
ー
に
打
ち
込
み
、
全
国
大

会
で
上
位
の
実
力
で
し
た
。
大
学
も
ラ
グ
ビ
ー
で

進
む
道
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
怪
我
に
よ
り
そ

の
道
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

「
花
園
で
の
最
後
の
方
は
、
腰
の
痛
み
に
耐
え
な

が
ら
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
を
打
っ
て
試
合
に
出
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
志
望
大
学
の
2
月
の
セ
レ
ク
シ
ョン

は
怪
我
の
た
め
、
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
かっ
た
」

ラ
ガ
ー
マ
ン
と
し
て
の
道
が
絶
た
れ
た
こ
と
は
大
き

な
挫
折
で
し
た
が
、
結
果
と
し
て
そ
の
後
の
人
生

を
大
き
く
変
え
る
転
機
と
な
り
ま
し
た
。

「
も
し
あ
の
ま
ま
ラ
グ
ビ
ー
を
続
け
て
い
た
ら
、
ど

こ
か
の
高
校
の
先
生
に
で
も
な
っ
て
、
君
た
ち
と
会

う
こ
と
も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
人
生
、
ど
こ
で
ど

う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
で
も
、
す
べ
て
を
良
い
よ

う
に
考
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
南
米
で
の
経
験

　
ラ
グ
ビ
ー
の
道
を
断
念
し
た
後
、
一
般
入
試
で
大

学
へ
進
学
。
し
か
し
、
卒
業
後
の
進
路
は一
般
的
な

就
職
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
就
職
は
す
ぐ
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
と
に
か
く

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
き
た
く
て
。
大
学
を
３
月
に
出

て
、
4
月
に
は
も
う
向
こ
う
に
い
ま
し
た
」

　

単
身
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
渡
り
、
昼
は
語
学
学
校
、

夜
は
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
皿
洗
い
で
生
計
を
立
て

ま
し
た
。
当
時
の
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
は
今
と
は
違
い
、

危
険
な
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
白
人
に
は
何
も
し
な
い
の
に
、
私
だ
け
に
声
を
か

け
て
く
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
は
危
険
で
、
特
に
地
下
鉄
は
夜
に
な

る
と
危
な
か
っ
た
で
す
。
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
で
な
け

れ
ば
頭
に
も
来
な
か
っ
た
け
ど
、
若
い
か
ら
い
ち
い

ち
気
に
し
て
い
ら
れ
な
かっ
た
」

　
そ
ん
な
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
で
大
き
な
出
来
事
に

遭
遇
し
ま
す
。
ビ
ザ
の
更
新
を
依
頼
し
た
弁
護
士

が
手
続
き
を
怠
っ
て
い
た
た
め
、
不
法
滞
在
で
移
民

局
に
逮
捕
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

「
本
来
な
ら
移
民
局
の
施
設
に
入
る
は
ず
が
、
工
事

中
で
、
本
物
の
刑
務
所
（
プ
リ
ズ
ン
）
に
送
ら
れ

た
ん
で
す
。
話
に
は
聞
い
て
い
た
け
ど
、
ま
さ
か
自

分
が
入
る
こ
と
に
な
る
と
は
…
。
あ
の
時
ほ
ど
青

く
な
っ
た
こ
と
は
な
い
」

　
そ
こ
は
、
様
々
な
罪
状
の
者
が
収
容
さ
れ
て
い
る

施
設
で
し
た
。
所
持
品
は
す
べ
て
没
収
さ
れ
、
囚

人
服
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
友
人
に
電
話
を
か
け
た
く
て
も
、
シ
ス
テ
ム
が
複

雑
で
ね
。
前
の
日
に
予
約
し
て
、
次
の
日
に一
回
だ

け
か
け
ら
れ
る
。
そ
れ
を
毎
日
繰
り
返
し
て
、
や
っ

と
５
日
目
に
繋
がっ
た
ん
で
す
」

　

友
人
が
手
配
し
た
弁
護
士
の
お
か
げ
で
4
泊

5
日
で
出
所
で
き
ま
し
た
が
、
自
由
を
奪
わ
れ

る
と
い
う
経
験
は
忘
れ
ら
れ
な
い
そ
う
で
す
。
こ

の
体
験
か
ら
、「
悪
い
こ
と
は
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
教
訓
と
、
何
事
に
も
動
じ
な
い
精
神
力
が

培
わ
れ
た
と
話
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
で
貯
め
た
資
金
を
元
手

に
今
度
は
南
米
大
陸
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

いつも周囲を明るくするエネルギッシュな語り口
で知られる志村副会長。
多くの人がその飾らない 人 柄に親しみを感じて
いますが、その若き日に壮大な冒険を経験してき
たことを知る人は多くないでしょう。
大 学 卒 業 後に単身ニューヨークや南 米を旅し、
帰国後は運送業を率いてきたその類まれな経験
から、現 在の仕 事 観や人 生 観がどのように培わ
れたのか。じっくりとお話を聞きました。
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「
ア
マ
ゾ
ン
川
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ
の
目
で

見
て
み
よ
う
と
思
っ
て
」

「
メ
キ
シ
コ
か
ら
パ
ナ
マ
、エ
ク
ア
ド
ル
、コ
ロ
ン
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
と
旅
を
し
ま
し
た
。
バ
ス
や
船
を
乗
り
継

ぎ
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
を
越
え
、
マ
チュ
ピ
チュ
に
も
足

を
運
び
ま
し
た
」

「
当
時
は
ネ
ッ
ト
な
ん
て
な
い
か
ら
、
情
報
は
す

べ
て
現
地
の
人
と
の
会
話
だ
け
。
ニュ
ー
ヨ
ー
ク

で
買
っ
た
南
米
の
大
き
な
地
図
1
枚
を
頼
り
に
、

全
部
自
分
で
決
断
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
で
も
、

そ
れ
が
面
白
か
っ
た
」

　
旅
の
途
中
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
影
響
で
行
き
場
を
失
っ

て
い
た
と
こ
ろ
を
、
ペ
ル
ー
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
住
む
日

本
人
移
住
者
に
助
け
ら
れ
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

「“
３
日
後
に
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
帰
る
か
ら
、
一
緒
に
見

に
来
て
く
だ
さ
い
よ
！
”
と
言
わ
れ
て
ジ
ャ
ン
グ
ル

に
も
行
き
ま
し
た
」

　
日
本
か
ら
の
旅
行
者
は
珍
し
い
か
ら
、
行
く
先
々

で
歓
迎
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
ほ
と
ん
ど

お
金
を
使
わ
ず
に
旅
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
こ
の

旅
で『
何
事
も
自
分
で
決
断
し
、す
ぐ
に
行
動
す
る
』

と
い
う
姿
勢
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。

日
本
へ
の
帰
国
、
そ
し
て
事
業
承
継

　
約
２
年
間
の
海
外
生
活
の
末
に
帰
国
し
、
叔
母

夫
婦
が
営
ん
で
い
た
運
送
会
社
を
手
伝
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
小
さ
な
会
社
で
、
自
ら

も
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、朝
か
ら
晩
ま
で
働
き
ま
し
た
。

「
40
歳
ぐ
ら
い
ま
で
は
我
を
忘
れ
て
働
き
ま
し
た

ね
。
自
分
が
食
っ
て
い
か
な
き
ゃ
困
る
、
そ
の
一
心

で
し
た
。
社
員
の
た
め
、
な
ん
て
格
好
の
い
い
こ
と

を
考
え
る
余
裕
も
な
か
っ
た
。
目
の
前
の
仕
事
を

片
付
け
る
の
に
必
死
で
し
た
よ
」

　
こ
う
し
て
事
業
の
基
盤
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。

法
人
会
と
の
出
会
い
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　
仕
事
に
追
わ
れ
る
日
々
の
中
、
30
歳
を
過
ぎ
た

頃
に
法
人
会
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
当
初
は
積
極
的
に
活
動
し
て
い
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
私
た
ち
の
業
界
は
体
が
資
本
で
す
し
、
事
務
所
も

西
荻
窪
で
少
し
離
れ
て
い
た
。
夜
に
会
議
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
も
、
な
か
な
か
出
ら
れ
る
状
況
じ
ゃ

な
かっ
た
ん
で
す
」

　
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
の
組
織

委
員
長
が
主
導
し
た
会
員
増
強
運
動
で
し
た
。
所

属
エ
リ
ア
の
支
部
長
か
ら
協
力
を
求
め
ら
れ
、
そ

の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
当
時
は
別
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
」
と
志
村
副

会
長
は
振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
後
、
組
織
委
員
長

が
交
代
し
た
の
を
機
に
副
委
員
長
に
就
任
。
そ
し

て
、
副
委
員
長
を
経
て
委
員
長
を
務
め
上
げ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
委
員
長
、
副
会
長
と
いっ
た
役
職
を

歴
任
し
、
組
織
運
営
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

「
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
姿
勢
で
、
一つ一つ
の
役
職
を
全
う
し

て
き
ま
し
た
。

志
村
副
会
長
の
仕
事
観
と
人
生
観

　
志
村
副
会
長
の
仕
事
観
と
人
生
観
は
、
自
身
の

経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
す
。

「“
や
る
か
、
や
め
る
か
”
ぐ
じ
ぐ
じ
し
て
い
る
暇

は
な
い
。
見
て
て
“
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
”
と

思
っ
た
こ
と
は
、
絶
対
に
明
日
へ
延
ば
さ
な
い
。

す
ぐ
に
や
る
」。

　
一方
で
、現
実
的
な
判
断
も
重
要
だ
と
語
り
ま
す
。

「
人
間
、
負
け
試
合
は
し
た
く
な
い
で
す
か
ら
ね
。

こ
れ
は
ダ
メ
だ
と
思
っ
た
ら
、
や
ら
な
い
ほ
う
が
い

い
。
そ
の
見
極
め
は
大
事
で
す
」

そ
し
て
、「
人
生
、
最
終
的
に
は
イ
コ
ー
ル
だ
」
と

も
話
し
ま
す
。

「
い
く
ら
金
持
ち
で
も
1
日
は
24
時
間
し
か
な

い
。
大
事
な
の
は
、
仕
事
す
る
時
は
仕
事
し
て
、

遊
ぶ
時
は
本
気
で
遊
ぶ
こ
と
。
悔
い
が
な
い
よ
う

に
生
き
る
こ
と
で
す
よ
」

現
在
地
と
、
こ
れ
か
ら
の
冒
険

　
会
社
で
は
会
長
職
と
な
り
実
質
的
に
は
引
退
し

て
い
る
と
い
う
今
も
、
志
村
副
会
長
の
好
奇
心
は
尽

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
週
末
は
山
梨
に
あ
る

山
荘
で
過
ご
し
、
野
菜
作
り
な
ど
を
楽
し
む
の
が

現
在
の
ス
タ
イ
ル
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
視

線
は
常
に
世
界
の
ど
こ
か
に
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
次
は
い
つ
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ペ
ル
ー
に
行
こ
う
か
」

と
、
次
の
旅
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　

特
に
、
若
い
頃
に
お
世
話
に
な
っ
た
ニュ
ー
ヨ
ー

ク
の
友
人
を
訪
ね
る
こ
と
や
、
か
つ
て
自
身
が

牧
場
を
営
ん
で
い
た
ペ
ル
ー
の
地
を
再
訪
す
る
な

ど
、
そ
の
旅
は
常
に
自
身
の
過
去
と
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
50
年
前
に
生
ま
れ
た
人
や
場
所
と
の 

“
縁
” 

が
、
今
も
副
会
長
を
新
た
な
冒
険
へ
と
駆

り
立
て
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
若
い
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
尋
ね

ま
し
た
。

「
ネ
ッ
ト
で
見
た
だ
け
で
、
行
っ
た
気
に
な
ら
な

い
。
今
は
情
報
が
溢
れ
て
い
る
け
ど
、
頭
で
っ
か

ち
に
な
ら
な
い
。
と
に
か
く
、
行
っ
た
こ
と
の
な
い

所
へ
行
っ
て
み
る
こ
と
。
自
分
で
未
知
の
経
験
を

す
る
こ
と
が
、
必
ず
自
分
の
糧
に
な
る
。
一
歩
前

に
踏
み
出
す
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
！
」

　
ま
ず
行
動
し
、
自
分
で
経
験
し
て
み
る
こ
と
。

そ
の
重
要
性
を
、
自
身
の
歩
み
を
通
じ
て
示
し
て

く
れ
ま
し
た
。

ニューヨーク「エンパイアステートビル」の前で ペルー「マチュピチュ」にて

南米の農場にて
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日 頃は法 人 会 活 動に格 別 のご 理 解とご 協 力を賜り厚く御 礼 申し上げます。さて、 現 在 、 当 法 人 会 活 動 の 大きな目 標 のひとつに e -Ta x 普 及 推 進がござ
います。当法人会では会員企 業 の 70％利 用を目 標に掲げております。この 目標を達成するためには会員皆さま方 の 多大なご理解と同時に税理士先生方 の
ご協力が 必要不可欠と考えております。そこで当 委 員 会では、 東京税理士会荻窪支部 の 先生方全員にアンケートを実施しております。

質問内容は「顧客より e-Tax代理申告・送信利用 の依頼が 来た時に、依頼通り行なっていただけるか？」更に依頼どおり行うとご回答いただいた先生方
に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との 問いを発したところ 86名 の 先生方より快く承諾をいただきました。この
ように税理士会においても e-Tax普及推進に積極的に取り組んでおられます。そこで会員企業 の 皆さまにひとつお願いがございます。顧問 の 先生に「先生、
うちの会社次の決算は電子申告でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？

顧 客である会 員 企 業と実 務を担 当する税 理 士 の 先 生 方がタッグを組んで初めて e -Ta xという行 政 の 合 理 化が 大きく進 展していくと思います。 何 卒 皆さま
方 の 尚一層 のご理解とご協 力をお願いいたします。	 税制委員会（e-Tax担当）

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e-Tax推進税理士事務所について

地域 氏名 住所 事務所連絡先

西荻南 河野修兵 西荻南2-9-13 5336-6457
中田哲也 西荻南2-19-10美光ビル2階 5941-5690
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333-4868
内山千枝 西荻南3-8-16-902 3334-5021
佐山政雄 西荻南3-9-11-501 3333-0221
千葉繁樹 西荻南3-18-14松本ビル2階 050-5527-4372
飯沼英男 西荻南4-8-11 5941-8618

久我山 小島孝子 久我山2-7-25-205 090-6854-2140
小松原英二 久我山5-7-8 3333-9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370-8518
新出小百合 久我山5-30-21-302 6327-4282
新江洋子 久我山5-36-22-201 3335-7425

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334-1305
小松原伸元 宮前4-31-1 5941-9239
小松原英雄 宮前5-7-19 3331-3266
稲澤聡 宮前5-10-5 3247-7194

荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397-8026
永井敏雄 荻窪2-27-11 5397-6115
尾﨑正俊 荻窪3-47-15第3野村ビル300号 3392-1101
望月英仁 荻窪4-6-24-201 5347-2945
黒岩民子 荻窪4-12-12　ISHIIレジデンス201 6795-5216
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394-1123
釜谷彰一 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383-6006
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383-6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383-6002
山﨑厚税理士事務所 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 6699-1758
山田真治 荻窪5-13-9-402 080-9891-4783
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393-2671
池田幸弘 荻窪5-16-14カパラビル8階 5335-7981
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347-9930
大島康司 荻窪5-22-12戸田ビル205 5335-7465
税理士法人茂木会計事務所 荻窪5-25-6 3393-0211
青葉総合税理士法人 荻窪5-26-9コスモＹビル5Ｆ 3398-0523
大澤栄子 荻窪5-26-9シェモア荻窪参番舘404 6276-9015
武井成浩 荻窪5-26-9シェモア荻窪参番舘904 6765-6376
熊澤眞理子 荻窪5-29-10 本橋ビル305号室 6915-1807
税理士法人あかいけい 荻窪5-30-12グローリア荻窪705 5292-5377
岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392-1178

南荻窪 永井克宏 南荻窪4-7-9 6317-7249
松庵 税理士法人河合会計事務所杉並事務所 松庵2-17-7 6362-3630

堀真由美 松庵3-20-11グレイス松庵302 5941-7372
大槻一弘 松庵3-38-20 KURA松庵305 6795-8420

地域 氏名 住所 事務所連絡先

井草 山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310-3228
上井草 竹田雄輔 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-105 6913-8665

久保木浩志 上井草3-31-23 堀野ビル201 5303-4823
下井草 税理士法人稲村会計事務所 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382-2711

藍野和男 下井草4-1-6 3397-5118
田子周一 下井草4-33-12 3395-3343

今川 中村行雄 今川3-8-4 3399-3976
小林滋子 今川3-30-7 5938-5100
中場義則 今川4-22-12-504 090-4712-2148

善福寺 鳥巣修税理士事務所 善福寺1-30-17 3396-3858
桃井 古賀雄子 桃井3-6-1-1401 6765-2388
西荻北 下島聡司 西荻北2-3-9トラストビル5F 6454-7471

馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394-5922
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301-5101
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397-2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303-6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423-0566
梅林邦彦 西荻北3-14-9 3395-0211
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399-0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303-5781
青木秀壽 西荻北4-33-17 3390-4313

上荻 フォーライフ税理士法人 上荻1-5-2コロナビル6階 3391-6309
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391-5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391-1044
今村千恵子 上荻1-18-12春木家ビル 6915-1303
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393-7571
コンパスみらい税理士法人 上荻1-21-23 3392-5555
小島麻里 上荻1-23-19東神荻窪ビル4F 6913-0520
藤村茂 上荻2-19-18RKII2階 6231-1701
小澤俊夫 上荻2-19-18RKII2階 3391-8731
森田光雄 上荻2-19-18RKII2階 6874-7851
和田実 上荻4-19-22-603 3395-1131
岡田文乃 上荻4-23-9 3395-3111

本天沼 小野寺誠税理士事務所 本天沼2-41-8 5303-1680
清水 黒川えり 清水1-14-5-302 090-8479-0152
天沼 桑山務 天沼1-2-3 3398-1316

鯉渕洋行 天沼1-11-13 090-8039-4867
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392-5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932-5128
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794-7334
石澤潔 天沼3-12-19 3398-4910
加藤俊也 天沼3-16-11-202 6795-6800
井上仁 天沼3-27-2荻窪MTビル1階 3392-4177
阿部俊郎 天沼3-32-4フラット荻窪105 080-7111-5295

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略）	 令和7年8月21日現在
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海外（バンコク）研修会

令和7年6月5日（木）～8（日）に海外（バンコク）研修会が開催され、総勢22名の方々にご参加いただきました。今回は出発前に、
タイの税金に関する資料を参加者皆様に配布いたしました。

6月5日（木）バンコクスワンナプーム国際空港到着後、ホテルへチェックイン。夕食はコカレストランにて「タイスキ」をいただき、
参加者皆様と様々な話で盛り上がり、親睦を深める事ができました。夕食後に人生初のトゥクトゥク（三輪バイク）に乗らせていた
だいたのですが、疾走感があり、風が気持ちよく、とても良い体験でした。

6月6日（金）終日自由行動の日程ですが、アユタヤ1日観光というオプショナルツアーには7名の方が参加され、バンコク三
大寺院の1つであるワット・アルン（暁の寺）を横目に見ながら、チャオプラヤー川を3時間ほどクルージングしたのち、アユタヤ
にある日本人村（日本人町跡）を見学しました。その後、アユタヤ遺跡を巡りました。ワット・チャイワッタナラーム、ワット・マハター
ト、ワット・プラシーサンペットを見て回りましたが、とても神秘的な場所であると同時に、戦争によって多くの仏像等が燃やされた
り、破壊されたり、今でも傷跡が多く残っている状況を目の当たりにしました。夜はソン
ブーン・シーフードへ行き、有名なプーパッポンカリー（蟹カレー炒め）をいただきました。
とても美味しかったです。

6月7日（土）この日も終日自由行動の日程で、メークローン市場とダムヌン・サドゥ
アク水上マーケットのオプショナルツアーには6名が参加しました。人生初めてのドリア
ンを食べましたが、旬の熟れているドリアンは臭いはなく、甘くねっとりとしていて美味し
かったです。メークローン鉄道市場では線路も市場の一部となっているのですが、鉄道
が来ると分かると市場が縮小し、とても遅い速度で鉄道が目の前を通り過ぎていくとい
う不思議な光景を見る事ができます。ダムヌン・サドゥアク水上マーケットでは20分ほど
船にのり、水上マーケットを楽しむことができます。水辺という事もあり、とても涼しく気
持ち良かったです。夜はヤワラート（チャイナタウン）へ行き、活気のある街を歩きました。

6月8日（日）早朝にホテルを出発し、スワンナプーム国際空港から羽田空港へ。
4日間のバンコクは思い思いに過ごす事のできる楽しい研修会となり、会員同士の親

睦を深めることのできる良い機会となりました。
ご参加いただきました皆様におかれましては、この場をお借りいたしまして、心より御

礼申し上げます。	 文責：江島愛美

  タタイイのの税税金金のの種種類類  

   

２０２５年６月６日 

荻窪法人会研修 

 

＊ １バーツ（THB）＝2.35 円（JPY） 

税税金金のの種種類類  税税率率  備備考考  

法人所得税 原則 20％だが、軽減措置あり   

付加価値税（VAT） 7％ 日本でいう消費税 

特定事業税 3.30％・2.75％ 事業によって異なる 

個人所得税 0％〜35％ 所得に応じて異なる 

石油所得税 50％ 
石油会社の所得に対して

課せられる税金 

  

法法人人所所得得税税のの軽軽減減措措置置  

中小企業（資本金 500 万バーツ以下、かつ収益 3,000 万バーツ以下）に対しては

300 万バーツ以下の利益に対して税率が 0～20%の累進課税となる軽減税率の措

置があります。 

利益額（バーツ） 税率 

300,000 バーツ以下 0% 

300,001 バーツ～3,000,000 バーツ 15% 

3,000,001 バーツ以上 20% 
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税 務 コ ー ナ ー
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税 務 コ ー ナ ー



税 務 コ ー ナ ー
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中中小小企企業業者者向向けけ省省エエネネ促促進進税税制制  ～～法法人人事事業業税税・・個個人人事事業業税税のの減減免免～～  

  

東京都では、中小企業者が地球温暖化対策の一環として行う省エネルギー設備等の取

得を税制面から支援するため、都内の中小規模事業所等において、特定の省エネルギー

設備等を取得した場合に、法人事業税・個人事業税を減免しています。 

 

 

 
 
 

東京都では、中小企業者が地球温暖化対策の一環として行う省エネルギー設備等の取得を税制面

から支援するため、都内の中小規模事業所等において、特定の省エネルギー設備等を取得した場合

に、法人事業税・個人事業税を減免しています。 

【中小企業者向け省エネ促進税制の概要】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対 象 者 
「地球温暖化対策報告書」等を提出した中小企業者 

・資本金１億円以下の法人等、個人事業者が該当します。 

対象設備 

次の要件を満たすもの 

①特定地球温暖化対策事業所等以外の事業所において取得されたもの 

 ・特定地球温暖化対策事業所等とは、３年連続消費エネルギー量 1,500kl 以上の事業所をいいます。 

②「省エネルギー設備及び再生可能エネルギー設備」（減価償却資産）で、東京都が導入推奨機器として

指定したもの＊（指定された導入推奨機器は、東京都のホームページで公表しています。） 

＊空調設備（エアコンディショナー、ガスヒートポンプ式冷暖房機） 

＊照明設備（ＬＥＤ照明器具、ＬＥＤ誘導灯器具） 

＊小型ボイラー設備（小型ボイラー類） 

＊再生可能エネルギー設備（太陽光発電システム、太陽熱利用システム） 

減 免 額 

設備の取得価額（上限 2,000 万円）の２分の１を、取得事業年度の法人事業税額又は取得年の所得に

対して翌年度に課税される個人事業税額から減免 

ただし、当期事業税額の２分の１が限度 

※減免しきれなかった額は、（法人）翌事業年度等、（個人）翌年度の事業税額から減免可 

対象期間 

（法人）令和１３年３月３０日までに終了する各事業年度に設備を取得し、事業の用に供した場合に適

用 

（個人）令和１２年１２月３１日までに設備を取得し、事業の用に供した場合に適用 

減免手続 

減免を受けるためには、事業税の納期限（申告書の提出期限の延長承認を受けている法人の場合は、そ

の延長された日）までに、減免申請書及び必要書類を提出してください。 

なお、申請期限を過ぎますと減免を受けることができませんのでご注意ください。 

法人事業税・個人事業税の減免 

【お問合せ先】 

 ●中小企業者向け省エネ促進税制に関すること 

  ・所管の都税事務所又は支庁の法人事業税・個人事業税担当 

  ・主税局課税部法人課税指導課 （法人事業税班） 03-5388-2963 

  ・主税局課税部課税指導課   （個人事業税班） 03-5388-2969 

 ●地球温暖化対策報告書制度・導入推奨機器に関すること 

  ・地球温暖化対策報告書制度 受付窓口 03-5388-3433 

  ・導入推奨機器            03-5990-5087 

◆◆詳詳ししくくはは東東京京都都主主税税局局ホホーームムペペーージジ内内「「環環境境にに関関すするる軽軽減減制制度度ににつついいてて」」ををごご覧覧くくだだささいい！！  

  

 

詳しい案内やＱ＆Ａも掲載しています。 検索 
 

 

主税局 環境減税 



令和7年4月22日（火）、法人会2階会議室にて「青年部会第51回総会」が開催されました。
当日は、ご来賓として荻窪税務署より山田署長、末安副署長、齋藤法人課税第一部門統括官、斎藤

法人課税第一部門審理上席調査官、また荻窪法人会より柴田会長、矢澤副会長にご出席いただきました。
本総会は、宇田川部会長の最後の総会となるもので、部会長の挨拶では、2年間の部会長活動を活

発に実施できたことが報告されました。
今年度より新部会長となった長谷川 記史を中心に、これまでの青年部会の歴史とご支援に感謝しつつ、

より一層の連携と成長を目指してまいります。また、新たに4名の方が新幹事として就任し、新体制が整っ
ております。

総会後の懇親会は「はなや」にて開催され、ご来賓の皆様にもご参加いただき、世代を超えた交流と
親睦を深める貴重な機会となりました。

青年部会は、新たな節目を迎えつつ、さらなる成長と発展を目指して活動してまいります。今後とも変わ
らぬご支援・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

より一層の連携と成長を目指してまいります

青年部会
第51回 総会

青年部会 部会長 長谷川記史
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令和7年5月21日（水）に小田急ホテルセンチュリーサザンタワー21階【遥】に於いて「女性
部会 第49回総会・懇親会」が行われました。

ご来賓として荻窪税務署より山田署長、末安副署長、法人課税第1部門齋藤統括官、法人
課税第1部門斎藤審理上席調査官、荻窪法人会より柴田会長、加藤副会長のご臨席を賜り、
総勢22名の参加でした。

総会では、江島部会長が議長に選出され、第1号議案から第5号議案を皆様にご審議いた
だき、全ての議案が可決されました。その後、御祝辞を柴田会長と山田署長より賜りました。

懇親会は加藤副会長の乾杯のご発声で始まり、ご来賓の方々もご一緒にテーブルを囲み、美
味しいお料理とお酒をいただきながら、楽しい話に花が咲き、素晴らしい時間を過ごすことが
できました。最後に親会監事の山下様より中締めをいただきお開きとなりました。

女性部会では、今年度も多くの行事を予定しておりますので、ぜひご参加ください。

「女性部会 第 49回総会・懇親会」が開催されました。

女性部会
第49回 総会

女性部会
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源泉部会
第51回定時総会

令和 7年 5月13日（火）荻窪法人会 2 階会議室において源泉部会 第 51回定時総会が20 名の出席で開催
されました。

第1部の第 51回定時総会では、ご来賓として荻窪税務署より山田署長、末安副署長、法人課税第1部門齋
藤統括官、法人課税第1部門堤上席調査官、親会より柴田会長にご臨席を賜りました。中島幹事の司会のもと、
井上部会長より挨拶をいただき、「皆勤賞・精勤賞授与式 」が行われました。その後、井上部会長が議長に選
出され、第1号議案から第 5 号議案まで各議案につき、各担当者から報告及びご提案があり、全ての議案が満
場の拍手で承認されました。柴田会長と山田署長から御祝辞を頂戴し、第51回定時総会は閉会となりました。

第 2 部の懇親会は場所をリストランテドラマティコに移し、内田幹事の司会のもと乾杯挨拶を新部会長の小竹
様よりいただきました。美味しいお料理とお酒をいただきながら、皆様大変楽しい時間を過ごされているようで
した。最後に鎌田副部会長より中締めをしていただき、閉会となりました。

今後も源泉部会員の皆様にお役立ていただけるような研修会やイベントを企画してまいりますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

「源泉部会第 51回定時総会 」が開催されました。

源泉部会
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ブ ロック・委 員 会・部 会 からの 報 告

青年部会

オギボン祭り2025 青年部会 副部会長 柴田洋平

オギボン祭りで租税教育活動を実施しました
青年部会では 令和 7 年 5 月 1 0・1 1 日にタウンセ

ブン屋上で開催された荻窪地域情報発信委員会主
催の「オギボン祭り」に協賛・ブース出展し、租税教
育活動を行いました。
「ぜいきんダルマおとし」と題し、ブースにて、①税

金クイズ、② 1 億円持ち上げチャレンジ（荻窪税務署
より1 億円のレプリカを御貸与いただきました！）、 ③
ダルマおとしを開催し、来場した子ども達向けに、税
金制度への 理解や 納税意識の 向上、 荻窪法人会
の P Rを行いました。参加した子ども達には租税広報
のパンフレット・下敷きや駄菓子をプレゼントしました。

初日は曇天での 開催となりましたが、 二日目は天
候にも恵まれ、2 日間合計で延べ約 1 5 0 0 人の 子ど
も達にブ ースに立ち寄 ってもらうとともに、 多くの部
会員・賛助会員が、家族で来場やブースの手伝い
として参画いただき、 盛況のまま企画を終えることが
できました。

ご 来場・ご 参画いただいた法人会の 皆様、 誠に
ありがとうございました。

研修委員会

オンライン（Zoom）研修会 研修委員会

テーマ「“確実に理解しておきたい”相続・事業継承の第一歩」
研修委員会主催のオンライン（Z o o m）研修会が、5 月 9 日

（ 金 ）に開催されました。 今回は、 大同生命保険 (株 ) F P・
相続シニアコンサルタントの三浦智之様をお招きし「“確実に理
解しておきたい ”相続・事業継承の第一歩」をテーマにお話し
いただきました。

当日は、オンライン（Z o o m）でのご参加を含め 9 名が参加
されました。

経営者の相続・事業承継に多い悩み事からその対策等に
ついて分かりやすく説明いただきました。ご興味がございましたら、是非、大同生命の担当者にご連絡ください。

ブロック

第4ブロック・支部合同総会 第4ブロック長 中川一

待ち遠しかった合同総会の開催
令和 7 年 5 月 1 4 日（ 水 ）1 8 時より西武信用金庫西荻窪支店 3

階会議室で第 4ブロック・支部合同総会を開催しました。今年は
3 0 名の参加です。司会は小島副ブロック長が担当しました。最初
に 1 6 ～ 2 0 支部を分散会方式で支部総会が 開催されました。 各
支部の議案は、無事に承認されました。続いて、全員参加のブロッ
ク総会に移ります。私が議長を務めまして各議案の報告と提案を審
議します。第 1 号議案は秦副ブロック長、第 2 号議案と第 4 号議案
は秋葉ブロック会計、第 3 号議案は中原副ブロック長から報告と
発表がありました。 各議案は滞りなく承認されました。 今年は役員

改正の年度です。第 5 号議案の新役員を私が発表しました。この案も承認を得ました。今年
度から第 1 9 支部に矢口支部長、第 2 0 支部に牛崎支部長が就任されて新体制のスタートです。
これから2 年間が楽しみです。

予定通りに総会が終了した後は、場所を会員のお店の「 綱べこ」さんに移動して、会員交流会を開催しました。乾杯は志村副会長のご発
声です。今年も料理が旨いと好評でした。参加された皆さんは会話も進み親睦を深めて大盛況の中、田中副会長の中締めで閉会となりました。
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ブ ロック・委 員 会・部 会 からの 報 告

厚生事業委員会・組織委員会

第10回ビジネス交流会 厚生事業委員会・組織委員会

厚生事業委員会・組織委員会共催「第10回ビジネス交流会」が開催されました。
令 和 7 年 5 月 1 5 日（ 木 ）

に厚生事業委員会と組織委
員会および大同生命保険株
式 会 社 とA I G 損 害 保 険 株
式会社 の 共催による「 第 1 0
回ビジネス交流会 」がワイム
貸会議室荻窪に於いて開催
されました。当日は 3 2 社 4 1 名の方が参加されました。

岡田厚生事業委員長よりあいさつをいただき、今回も参加者 1 社ずつ自己紹介・会社 P Rをしていただきました。
その後、会場をジュノンに移し、懇親会を行いました。吉冨組織副委員長の司会のもと、田中副会長の乾杯で始まり、普段接することの

少ない様 々な業種の方 々とお会いし、直接名刺交換をしながら親睦を深める事ができました。和やかな雰囲気の中で、今まで知り得なかっ
た会員同士が、お互いに情報交換のできる、良き機会となりました。最後に水島組織委員長の中締めで散会となりました。

今後も様々な交流する機会を企画いたしますので、ぜひご参加ください。

ブロック

第3ブロック・支部合同総会 第3ブロック

大変活気もあり、皆様の楽しそうなご様子でした
令和 7 年 5 月 2 0 日（火）午後 5 時より荻窪タウンセブ

ン タウンセブンホール A・B に於いて、37名の参加で「第
3ブロック・支部合同総会」が開催されました。

江島ブロック会計の司会のもと、矢澤ブロック長より
あいさつをいただき、第 1 部では各支部にわかれ、第 1
号議案から第 5 号議案まで各議案について報告及び提
案されました。

第 2 部では矢澤ブロック長が議長に選出され「 第 3ブ
ロック通常総会 」が行われ、 第 1 号議案から第 5 号議
案まで各議案につき、各担当者から報告及びご提案が
あり、全ての議案が満場の拍手で承認されました。

第 3 部の会員懇親会では、矢澤ブロック長より乾杯
のあいさつをいただき、懇親会がスタートしました。多くの方にご参加いただき、大変活気もあり、皆様の楽しそうなご様子がとても嬉しかった
です。最後に岡田副ブロック長より中締めのあいさつをいただきお開きとなりました。

ブロック

第2ブロック・支部合同総会 西武信用金庫杉並営業部暮らしの相談センター
暮らしの相談センター長　浅岡小百合

第2ブロック支部合同総会・交流会
令和 7 年 5 月 2 2 日（ 木 ）に第 2ブロック・ 支

部合同総会が本村庵にて開催されました。初め
に各支部ごとに総会を行い、そして第 2ブロック
総会開始。今後の活動についてお話ししていた
だき、 今年度もいろいろなイベントを企画させて
いるとのことでした。 私どもも積極的に参加させ
ていただき、盛り上げていきたいと思います。

今回、田中副会長が第 2ブロック最後との事
でご挨拶に来ていただきました。思い起こせば 2

年前、西武信用金庫と法人会コラボセミナー の企画がスタートした時に「 事業承継も良いけど、たまには違う、個人系の良いよね。エンディ
ングノートの話しが聞きたい！」と言っていただいたことで会員の皆さまとも親交が図れたと感謝しております。本当にありがとうございました。

交流会では美味しいお食事とお酒を楽しみながら、近況報告とご商売のお話しと今後のイベント等の話でとても盛り上がりました。　
コロナ自粛が終わり、昨年からいろいろなイベントが活発に行われようになりました。「 対面で話す」ことで団結心が生まれ、こういう機会があ

ることは大切だと感じました。今後も地域活性化のために皆さまと協力し、活気溢れる会組織になれるようにガンバ って行こうと思う会でした。
次回も楽しみにしています。
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源泉部会

源泉所得税の初任者向け研修会 源泉部会

講師：荻窪税務署 法人課税第1部門堤上席調査官
令和 7 年 6 月 1 0 日（火）源泉部会主催の「 源泉所得税の初任者向け研修会」が法人会 2 階会議室 8 名、オンライン（Z o o m）6 名の参加

で開催されました。講師に荻窪税務署 法人課税第 1 部門堤上席調査官をお迎えし、源泉所得税の仕組み、給与や賞与の税額の計算方
法などについての講義が行われました。

ブロック

第5ブロック・各支部合同総会 第5ブロック 副ブロック長 田辺一郎

第5ブロックと支部総会と会員交流会
令和7年5月26日（月）17時から荻窪タウンセブン8階ホールにて、第5ブロッ

クの総会、並びに各支部総会が行われました。昨年に引き続き大勢の会員が
集まり、 慎重審議の結果、 全ての議題が可決されました。 今回は、 任期満了
にともなう改選もありましたが、 滞りなくスム ーズに進行が出来たことを嬉しく思
います。ブロック長には、満場一致で引続き野村浩司氏にお願いすることになり
ました。新ブロック長としてのあいさつでは「 私でよいのでしょうか？」など笑いを
誘う場面も作りながら、また、「 今年度も楽しい第 5ブロックを続けていきたい。
みなさまのご協力もお願いしたい。」と熱弁をふるう場面もあり、ブロックが一致団結した瞬間を見た気がしました。

総会が早めに終わったため、会員交流会のスタートも早めて開催させていただき、柴田会長の乾杯でスタートしまし
た。今回は、お寿司からパスタ、和洋折衷の美味しそうなお食事が揃っています。乾杯が終わると、すぐさま料理のテー
ブルが囲われたのが印象的でした。「 美味しい、美味しい」と言いながら、交流が続きました。

締めの挨拶では、高橋正志副ブロック長がたち、「 第 5ブロックはいつも大勢が集まりとても楽しい会だ。みなさんの
顔を見るととても元気が出る。この会を是非続けていきたい。」と締めくくり、会員交流会をお開きとさせていただきました。

いつもの仲間、そして新しい仲間が増え続け、第 5ブロックは進化し続けたいと思います。

税制委員会

税制講演会 税制委員会

令和7年6月19日（木）午後3時より税制委員会主催の税制講演会が開催されました。
会場 1 2 名、Z o o m 1 6 名の合計 2 8 名の参加がありました。荻窪税務署 法人課税第
1 部門 審理上席調査官の斎藤様を講師にお迎えし、「 令和 7 年度令和 7 年度税制改正
について（いわゆる「1 0 3 万円の壁」の見直しについて等）」についてご講演いただきまし
た。具体的な話を交えながら、分かり易くご解説いただきました。

令和7年度税制改正について（いわゆる「103万円の壁」の見直しについて等）

厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会

納涼バーベキュー大会 厚生事業委員会・組織委員会・社会貢献委員会

大盛況の納涼BBQ大会
令和 7 年 7 月 5 日（ 土 ）午後 6 時 3 0 分より厚

生事業委員会・ 組織委員会・ 社会貢献委員
会共催の納涼 バ ー ベキュー 大会が開催されま
した。 大人 7 1 名、 子供 1 6 名、 幼児 7 名の 総
勢 9 4 名の方々にご参加いただきました。

柴田会長よりご挨拶をいただき、矢澤副会長
の乾杯挨拶でバ ーベキューがスタートとなりまし
た。今回のお食事もリストランテ ドラマティコ様
にご用意いただき、じっくりと焼き上げてくださっ
たロ ーストポ ー クをはじめ、 本当にどれも美味
しいお料理ばかりで、皆さま大変喜ばれていまし
た。子どもたちの楽しそうな声が響き渡り、笑顔
の絶えない楽しい雰囲気の中で開催され、楽し
いバ ーベキュー 大会となりました。

ブ ロック・委 員 会・部 会 からの 報 告



荻窪法人会では、年に4回会報誌を発行しています。
荻窪法人会の会員約1,250社に会報や事業案内をラッピングして冊子小包で
会員企業宛に配送しています。
会報誌にチラシ同封をしていただき、ぜひ貴社のPRや各種イベント・研修会・
セミナーの周知にご活用ください！

※B4とA3については、半分に折ったもの
をご用意ください。用紙が折られていない
場合は、折込代を別途ご請求させていただく
場合がございますので、ご了承ください。

※内容が続くもので複数枚になる場合は、
事前にホチキスでお留めいただき、お送り
ください。事務局側でのホチキス留めは出来
かねますのでご了承ください。料金は2枚
続く場合は2種類のカウントとなり、3枚続く
場合は3種類のカウントとなりますので、
お知りおきください。

【 料 金（1種類） 】

B5（片面・両面）：10,000円（税別）

A4（片面・両面）：12,000円（税別）

B4（片面・両面）：16,000円（税別）

A3（片面・両面）：20,000円（税別）

ご希望の場合は、法人会事務局まで
お電話またはメールにてご連絡ください。

お申し込み方法

会報が発行され、会員企業宛に配送が完了しましたら、ご請求書を
お送りさせていただきますので、お支払いのお手続きをお願いいたします。

お支払い方法

法人会事務局にお申し込みいただきましたら、
1,250枚のチラシを法人会事務局までお送りください。

お申し込み後の流れ

何かご不明点等ございましたら、法人会事務局までお気軽にお尋ねください。

 【荻窪法人会事務局】  杉並区天沼3-7-3
電話：3392-1338・FAX：3391-8388・メール：ogiho@ans.co.jp

お問い合わせ先

会報同封チラシのご案内
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